
要望

特になし

特になし

防火対策

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない
その他（江戸時代中期建築の本堂に、多くの仏像や板絵曼荼羅
等が納められているが、特に地震対策は見受けられなかった。ご
住職のご意向により、お話を伺うことは出来なかった。）

今後の予定

要望

①対策の現況

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合

Ａ：実施済 Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

対策の経緯、
内容

件重文：

重文：

件

件

棟

件

棟

件

棟
国宝：

3 件

調査日

調査者名

代表者
調査対応者

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

加藤　祥真氏（住職）

日

大福寺（高野山真言宗）

年2019 2 月 9 記入者 大谷巳弥子

所在地

調査対象先

電話番号 0745-56-5484北葛城郡広陵町的場８０

水間

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

地震対策

大谷 亀田 鈴木

対象文化財

彫刻

建造物

県指定：

県指定：

国宝：

今後の予定

①対策の現況 Ａ：実施済

③ ①の回答が
　　Ｃの場合

対策の経緯、
内容

本堂、太子堂共に、消火器・熱感知器が設置されており、セコムの表
示もあったが、境内に消火栓・消防ホース等は見受けられなかった。

今後の予定 特になし。

要望 特になし。

実施して
いない理由

対策の必要がない 資金が足りない

要望

今後の予定

Ｂ：一部実施済 Ｃ：未実施

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② ①の回答が
　　Ａ、Ｂの場合



弘法大師像を祀る大師堂 【調査票記入者（大谷巳弥子）の感想】

中世豪族箸尾氏の祈願寺として栄え、数多くの見応え
ある文化財が収められているが、ご住職ご多忙のた
め、防犯面でもご苦労が多いようだ。現在拝観も予約
制のため、美しいお堂や仏像が人の目に触れる機会
が少ないことを残念に思う。

獣害・白アリ等の対策

①獣害等被害 Ａ：経験あり Ｂ：経験なし

② ①の回答が
　　Ａの場合

どのような
被害か

③今後

本堂裏に設置された消火器、防犯装置 雨宝童子像、十一面観音像、難陀竜王（ＨＰより引用）

調査対象先 大福寺（高野山真言宗）

奈良県指定文化財（彫刻・建造物）の「災害対策等現況調査」調査票

大福寺山門 調査対象の南都宿院仏師作の三仏像が安置された本堂

今後の予定、
要望

住宅地近接のため、獣害は無いかと思われるが、白アリ被害につい
ては不安を感じる。

像高７６，２㎝ 像高１８３，２㎝ 像高７７，８㎝


